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水圧破砕試験装置 (特許第6303132号)
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岩盤内の応力状態を測定する目的で使われる手法の一つに水圧破砕法があり、世界各地で利用されています。
水圧破砕法は、ボーリング孔内のダブルパッカーで仕切られた区間を水で加圧して人工的にき裂を生成し、その圧力応答か
ら岩盤応力を評価する方法です。鉛直なボーリング孔で水圧破砕試験を行うと、水平面内の最大主応力の方向に孔壁から伸
びる鉛直なき裂が生成されます。このき裂が閉じる圧力から水平面内の最小主応力の大きさを決定することができます。一
方、この区間に再び加圧するときにこの亀裂が開く圧力 (き裂再開口圧) を測定することで、水平面内の最大主応力の大きさ
も決定することができます。そのためには、き裂再開口圧を正しく測定する必要がありますが、従来は微小な注水量を正確
に計測し制御することが困難でした。新しく開発したシステムでは、電動のシリンジポンプを導入し、また、試験区間への
送水経路にはステンレス管を用いることで、最大30MPaでの送水圧下で極微小流量 (1ml/min以下) での安定的な送水量の制
御とこれまで困難であった高圧下での正確な微小流量測定を同時に可能としたため、岩盤応力を正確に評価できるようにな
りました。

水圧破砕法による初期地圧測定

水圧破砕試験装置

水圧破砕試験装置の概要

送水用シリンジポンプ

パッカー用
手動ポンプ

シリンジポンプ
用コントローラ データロガー

ダブルパッカーシングルパッカー

送水用
ステンレスチューブ

測定事例
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